
国
労
山
形
県
支
部
（
原
田

好
太
郎
委
員
長
）
は
六
月
、

山
形
市
議
会
と
米
沢
市
議
会

に
お
け
る
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
議

会
意
見
書
」
の
採
択
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。

残
念
な
が
ら
山
形
市
議
会

に
お
い
て
は
六
月
二
五
日
、

常
任
委
員
会
で
継
続
審
議
扱

い
と
な
っ
た
が
、
翌
二
六
日

に
は
米
沢
市
議
会
本
会
議
に

お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
が

行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
山
形
県
支
部
が
議

会
に
請
願
し
、
我
妻
徳
雄
米

沢
市
議
会
議
員
（
国
労
議
員

団
）
の
議
会
内
で
の
奮
闘
が

大
き
な
力
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
県
支
部
と
し
て
は
保

守
色
の
強
い
地
域
特
情
の
中

で
の
採
択
で
あ
り
、
こ
の
結

果
を
自
信
に
代
え
て
更
な
る

拡
大
に
結
び
付
け
た
い
と
し

て
い
る
。

米
沢
市
議
会
の
意
見
書
採

択
に
よ
り
全
国
的
な
累
計
は
、

七
六
八
自
治
体
、
一
一
四
五

本
（
一
九
都
道
府
県
・
二
四

九
市
・
四
二
七
町
・
五
七
村
・

一
六
特
別
地
区
）
と
な
っ
た
。

六
月
一
〇
日
と
一
二
日
、

通
常
国
会
の
会
期
末
を
迎
え

る
中
で
、
宮
城
県
協
議
会
の

役
員
、
分
会
代
表
ら
が
、
地

元
国
会
議
員
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
解
決
の
た
め
の

「
解
決
交
渉
テ
ー
ブ
ル
」
作

り
な
ど
の
要
請
行
動
を
行
っ

た
。
要
請
前
段
に
は
、
各
支

部
が
分
担
し
て
議
員
事
務
所

に
連
絡
し
、
日
程
調
整
や
当

日
の
ア
ポ
取
り
を
行
っ
た
。

一
〇
日
は
宮
城
県
支
部
、

仙
総
支
部
、
仙
台
闘
争
団
の

計
七
名
が
、
一
二
日
に
は
宮

城
県
支
部
、
仙
台
闘
争
団
の

計
八
名
が
参
加
し
、
宮
城
県

出
身
議
員
一
七
名
に
対
し
要

請
書
を
手
渡
し
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
解
決
の
た
め
力
を
貸

し
て
下
さ
い
」
な
ど
の
要
請

行
動
を
行
っ
た
。

自
民
・
公
明
両
党
議
員
に

つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
直

接
議
員
へ
の
要
請
機
会
は
作

れ
な
か
っ
た
が
、
民
主
、
社

民
、
共
産
各
党
の
議
員
の
方
々

は
、
意
識
的
に
時
間
帯
を
調

整
し
て
面
会
す
る
な
ど
、
要

請
を
快
諾
し
て
も
ら
っ
た
。

特
に
今
回
は
郡
山
か
ら
闘

争
団
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

生
の
声
を
伝
え
る
こ
と
が
出

来
た
。
ま
た
「
早
く
解
決
し

な
い
と
ね
（
郡
和
子
議
員
）
」

「
精
一
杯
、
党
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
（
菅
野
哲
雄
議

員
）
」
「
早
急
に
解
決
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
（
高
橋
千

鶴
子
議
員
）
」
「
党
と
し
て

い
ろ
ん
な
場
で
話
し
て
い
く

（
岡
崎
ト
ミ
子
議
員
）
」
な

ど
議
員
か
ら
直
接
言
葉
を
も

ら
い
、
要
請
行
動
に
参
加
し

た
組
合
員
が
勇
気
付
け
ら
れ

る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
与
党
議
員
へ
の

直
接
的
な
浸
透
を
課
題
に
要

請
行
動
を
取
り
組
む
こ
と
を

参
加
者
全
体
で
確
認
し
た
。

第２５２７号 国労せんだい ２００８年７月１５日

団結 抵抗 統一

ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書

国鉄が分割民営化され、ＪＲ各社が発足してから２１年が経過したが、その過程で発

生した職員の不採用問題が未解決のまま長期化しています。

平成１５年１２月２２日に最高裁が、「仮に国鉄が採用候補者名簿の作成に当たり不

当労働行為を行った場合には、国鉄もしくは国鉄の法的地位を引き継いだ清算事業団は

使用者責任を免れない」との判断を下したことに留意し、ＩＬＯ（国際労働機関）は、

平成１６年６月に日本政府に対し、問題解決のため、政治的、人道的精神に基づき、す

べての関係者と話し合いを推進するよう、６度目の勧告を出しました。

さらに平成１８年９月のいわゆる「鉄建公団訴訟」判決と、平成２０年１月の「全動

労訴訟」判決では、それぞれ東京地裁が、「採用に当たって不当労働行為があった」こ

とを認めています。

問題発生から既に２１年が経過し、不採用のままとなっている当時の職員も高齢化し

ていることから、人道的見地に立って速やかに現実的な問題解決を図ることが必要です。

よって、政府においてはＩＬＯ条約批准国の一員として、ＪＲ不採用問題の早期解決

に向けて努力されるよう強く要望します。

以上、地方自治体法第９９条の規定により意見書を提出します。

平成２０年６月２６日

米沢市議会議長 山 村 明 印

内閣総理大臣 福 田 康 夫 様

米
沢
市
議
会
議
員

我
妻
徳
雄

◇
一
九
六
〇
年
一
一
月
六
日

米
沢
市
生
ま
れ

◇
米
沢
中
央
高
校
卒
業

◇
国
鉄
入
社

山
形
保
線
区
今
泉
支
区
配
属

◇
国
労
米
沢
連
合
分
会

執
行
委
員
長

国
労
山
形
県
支
部

執
行
副
委
員
長

米
沢
地
区
労
常
任
幹

事
な
ど
を
歴
任

額
に
汗
し
て
働
く
人
の
権
利
を
守
り
、
世
話

役
活
動
や
福
祉
活
動
を
行
う

◇
一
九
九
〇
年
「
山
岳
渓
流
釣
倶
楽
部

群
遊

会
」
を
結
成

釣
り
・
山
遊
び
を
は
じ
め
環

境
保
護
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む

◇
〇
三
年
四
月

米
沢
市
議
会
議
員
当
選

◇
〇
四
年
三
月
「
お
き
た
ま
ユ
ニ
オ
ン
」
結
成

に
参
加

◇
〇
七
年
四
月
米
沢
市
議
会
議
員
二
期
目
当
選

（
我
妻
と
く
お
Ｈ
Ｐ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
よ
り
）

６月２４日、福島県教育
会館において「国労への不
当労働行為を許さず労働者

の人権を守る福島地方共闘
会議」の定期総会が、役員、
共闘の仲間含めて１０５名

の参加の中で開催された。
湯野川議長（県職労）は

主催者を代表し「国鉄の分
割・民営化の目的が明らか

になってきている。総会で
提起する課題に全力を挙げ
取り組んでいきたい」と挨

拶。来賓挨拶として浦井県
平和フォーラム代表は、こ
の間の県としての取り組み

に触れ、２２年の闘いを組
合の団結を武器に強めてい
きたいとの決意が述べられ

た。また、本部濱中書記長
が「不採用問題と当面する
課題」として講演を行い、

仙台闘争団と福島地区分会
星分会長から御礼と決意表
明がされた。

ＮO . 2527
2008 年 7月15日
発行責任者 橋本 昭二

編集責任者 武田 昌仙



第
一
七
回
地
本
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
委
員
会
報
告

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
等
の
検
体

収
集
の
結
果
報
告

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
は
、
石
綿
含
有
疑
義
の
あ
る

会
社
施
設
の
建
材
等
に
つ
い
て
、

調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
。

今
回
は
仙
台
総
合
車
両
所
支

部
か
ら
提
出
が
あ
っ
た
検
体
に

つ
い
て
専
門
業
者
に
検
査
依
頼
。

五
月
一
五
日
、
そ
の
結
果
報

告
が
地
方
本
部
に
届
き
、
報
告

書
に
よ
れ
ば
幹
総
内
倉
庫
壁
の

吹
き
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の

含
有
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

分
析
方
法
と
内
容
は
、
採
取

し
た
試
料
を
粉
砕
し
、
顕
微
鏡

に
よ
る
分
析
と
Ｘ
線
を
使
用
し

て
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
試

料
中
に
は
主
に
繊
維
状
ガ
ラ
ス

物
質
と
方
解
石
と
石
英
が
確
認

さ
れ
た
が
ア
ス
ベ
ス
ト
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
検
査
は
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
委
員
会
が
宮
城
県
支
部
か

ら
の
調
査
依
頼
を
受
け
、
北
部

現
業
の
吹
き
付
け
材
を
調
査

（
含
有
な
し
）
以
降
二
度
目
と

な
る
。

同
委
員
会
で
は
調
査
要
望
の

あ
る
建
物
等
が
あ
れ
ば
試
料
の

提
出
を
す
る
よ
う
各
支
部
に
呼

び
掛
け
て
い
る
。

ま
た
郡
工
支
部
に
対
し
「
郡

総
に
つ
い
て
は
年
間
に
ど
の
よ

う
な
車
両
が
入
っ
て
く
る
の
か

が
事
前
に
把
握
で
き
る
。
古
い

車
両
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
可

能
性
が
あ
り
、
慎
重
に
対
応
を

さ
れ
た
い
」
と
要
請
を
行
っ
た
。

各
支
部
の
取
組
み
や
報
告

◆
宮
城
県
支
部

・
特
殊
健
康
診
断
の
結
果
に
つ

い
て
集
約
を
図
る
。

・
支
部
学
習
会
を
具
体
化
す
る
。

◆
福
島
県
支
部

・
貨
物
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
特

殊
健
康
診
断
が
毎
年
受
診
か
一

回
の
み
か
選
択
を
さ
せ
ら
れ
た
。

・
貨
物
で
毎
年
受
診
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

・
貨
物
も
旅
会
社
も
個
々
の
社

員
に
つ
い
て
曖
昧
。
例
え
ば
郡

山
工
場
か
ら
地
域
間
に
行
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
石
綿
の
特
殊
健

康
診
断
が
な
く
な
る
等
。

・
受
診
案
内
票
の
「
事
業
所
記

入
欄
」
に
会
社
は
未
記
入
。
適

当
で
あ
る
。

・
郡
タ
で
は
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト

は
危
険
」
と
い
う
意
識
付
け
を

し
て
い
る
。

◆
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

・
一
人
の
組
合
員
が
体
の
調
子

が
悪
い
た
め
、
Ｊ
Ｒ
病
院
で
検

査
し
た
と
こ
ろ
「
胸
膜
肥
厚
」

と
診
断
。
会
社
の
特
殊
健
康
診

断
で
は
発
見
で
き
ず
。

・
支
部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

を
七
月
下
旬
か
ら
九
上
旬
に
開

催
し
た
い
。
地
本
か
ら
本
部
に

講
師
派
遣
の
要
請
を
。
学
習
会

は
会
社
施
設
で
開
催
予
定
。

◆
郡
山
工
場
支
部

・
「
特
殊
健
康
診
断
の
結
果
通

知
書
」
の
集
約
分
は
本
日
提
出
。

・
国
労
東
日
本
本
部
作
成
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
チ
ラ
シ
配
布
終
了
。

・
「
鉄
道
退
職
者
の
会
郡
山
工

場
支
部
」
作
成
の
チ
ラ
シ
を
本

日
持
参
し
た
が
、
国
労
の
「
鉄

道
退
職
者
の
会
」
と
会
社
の

「
Ｏ
Ｂ
会
」
の
ど
ち
ら
に
も
属

し
て
い
な
い
方
が
埼
玉
の
清
算

事
業
団
本
部
で
業
務
災
害
の
手

続
き
申
請
。
終
了
後
、
白
石
田

さ
ん
に
業
務
災
害
の
手
続
き
完

了
の
連
絡
を
し
た
が
、
間
も
な

く
本
人
が
死
亡
。
そ
の
後
は
。

・
福
島
県
で
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理

施
設
の
建
設
問
題
が
浮
上
し
て

お
り
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
き
た
。

◆
自
動
車
支
部

・
福
島
県
で
持
っ
て
き
た
チ
ラ

シ
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ア
ス

ベ
ス
ト
の
危
険
性
が
書
か
れ
て

い
る
。
も
っ
と
こ
れ
ら
の
危
険

性
を
宣
伝
す
べ
き
。
ま
た
特
殊

健
康
診
断
は
将
来
を
考
え
て
勤

務
時
間
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
の

時
間
で
あ
ろ
う
と
受
診
す
べ
き
。

◆
分
会
か
ら

・
貨
物
の
こ
と
が
出
た
が
、
貨

物
は
特
殊
健
康
診
断
受
診
に
あ

た
り
、
一
回
き
り
か
、
継
続
し

て
受
診
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
。
特
殊
健
康
診
断
を

受
診
す
る
人
自
体
が
少
な
か
っ

た
。

討
論
か
ら

◆
貨
物
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
暴
露

後
二
〇
～
三
〇
年
後
に
発
症
す

る
病
気
。
最
初
の
一
回
の
検
診

の
み
と
な
な
ら
な
い
の
で
は
。

本
部
や
貨
物
協
議
会
と
相
談

し
、
仮
に
特
殊
健
康
診
断
で
一

回
の
み
と
申
し
込
み
し
た
場
合
、

ま
た
当
初
申
込
み
を
行
わ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
社
会
的
問
題
に

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
受
診
の

希
望
者
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
現
実
を
踏
ま
え
て
要
求
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

◆
郡
山
工
場
の
「
ど
ち
ら
に
も

入
っ
て
い
な
い
人
」
が
死
亡
し

た
と
の
こ
と
だ
か
、
何
ら
か
の

か
か
わ
り
が
国
労
と
し
て
必
要
。

「
退
職
者
の
会
」
と
相
談
し
家

族
の
力
に
な
る
べ
き
。

◆
仙
総
支
部
学
習
会
は
本
部
か

ら
の
講
師
派
遣
で
あ
り
、
支
部

に
拘
ら
ず
に
宮
城
県
支
部
等
か

ら
参
加
し
て
も
良
い
の
で
は
。

今
後
の
取
組

◆
会
社
に
対
し
て

仙
台
支
社
へ

①
特
殊
健
康
診
断
の
結
果
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
せ
る

◎
「
再
検
査
」
の
必
要
な
人
数

◎
「
軽
度
の
異
常
」
の
人
数

②
現
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
出
て

き
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
会
社
に
作
成
さ
せ
る
。

③
車
両
の
履
歴
を
調
査
し
対
応

を
す
べ
き
。
個
々
の
車
両
に
つ

い
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
の
有

無
等
、
調
査
で
分
る
。
作
業
の

際
、
認
知
の
有
無
で
対
応
が
違
っ

て
く
る
。
注
意
し
て
作
業
が
出

来
る
と
い
う
こ
と
。

④
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
調
査
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。
最
近
は
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
も
「
安
全
と
は
言
え

な
い
」
と
問
題
に
。
こ
れ
は
ア

ス
ベ
ス
ト
の
代
用
品
と
し
て
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
仙
総
支

部
で
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る

が
、
地
方
大
会
の
発
言
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
「
危
険
な
物
」
と
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。

本
社
へ

①
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
ア
パ
ー
ト
に

居
住
す
る
家
族
へ
の
健
診
を
要

求
し
て
い
く
。

◆
組
合
と
し
て

①
経
過
・
観
察
に
つ
い
て
地
本

と
し
て
把
握
す
る
。

「
特
殊
健
康
診
断
結
果
報
告
」

を
地
本
で
管
理
す
る
。

②
職
場
や
設
備
等
に
お
い
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
や
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

の
存
在
把
握
と
会
社
へ
の
対
応

の
要
求
。

③
〇
八
年
四
月
～
十
月
の
間
で

支
部
・
分
会
の
「
ア
ス
ベ
ス
ト

学
習
会
」
を
開
催
す
る
。

⑥
次
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
（
第
一
八
回
）
の
日
程

〇
八
年
八
月
二
三
日
（
土
）

一
三
時
～

こ
く
ろ
う
会
館

第２５２７号 国労せんだい ２００８年７月１５日

団結 抵抗 統一

闘
争
団
激
励
家
族
交
流
会

六
月
二
八
日
、
宮
城
県
支
部
は
稚
内

闘
争
団
を
激
励
し
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
稚
内
闘
争
団
激
励
家
族
交

流
会
を
国
労
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
地
方
本
部
橋
本
委
員
長

か
ら
挨
拶
を
受
け
、
『
国
労
「
闘
争
団

を
支
え
る
会
」
』
か
ら
は
相
沢
氏
夫
妻

（
教
組
）
な
ど
総
勢
で
約
五
〇
名
が
参

加
し
た
。

国
労
闘
争
団
を
励
ま
す
集
い

ま
た
翌
二
九
日
に
は
、
『
国
労
「
闘

争
団
を
支
え
る
会
」
』
と
宮
城
県
支
部

の
共
催
に
よ
る
第
六
回
国
労
闘
争
団
を

励
ま
す
集
い
が
榴
ヶ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
八

〇
名
の
組
合
員
・
共
闘
の
仲
間
は
、
闘

争
団
の
家
族
の
思
い
に
胸
を
打
た
れ
な

が
ら
早
期
解
決
に
向
け
て
決
意
を
固
め

合
っ
た
。

家
族
の
決
意

田
中
廣
子
さ
ん

宮
城
県
支
部
や
支
え
る
会
の
仲
間
の

皆
様
に
は
、
稚

内
団
結
祭
り
へ

の
参
加
や
物
資

販
売
に
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
間
の
思
い
は
、
ど
ん
ど
ん
湧
い

て
き
て
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。

事
業
団
に
入
れ
ら
れ
た
夫
が
家
に
帰
っ

て
く
る
と
無
口
に
な
り
、
耐
え
ら
れ
ず

抗
議
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
家
族

皆
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
弟
を
大
学
に

入
れ
る
た
め
に
姉
は
進
学
を
諦
め
る
と

い
う
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

最
高
裁
で
の
不
当
判
決
に
は
、
大
き

く
落
胆
を
し
ま
し
た
。
九
・
一
五
判
決

で
は
、
こ
ん
な
解
決
水
準
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
、
も
っ
と
本
気
で
や
ら
な

く
て
は
と
思
い
、
三
年
前
に
一
四
年
ぶ

り
に
家
族
会
を
再
結
成
し
て
新
た
な
気

持
ち
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
三
月
六
日

家
族
会
の
仲

間
（
四
九
歳
）
が
二
人
の
子
供
を
残
し

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
時
間

が
か
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
楽
し

く
生
き
て
い
ら
れ
た
の
に
と
悔
や
ま
れ

ま
す
。
彼
女
の
た
め
に
も
闘
い
続
け
て

行
き
ま
す
。
家
族
も
働
か
な
い
と
貸
付

金
が
出
せ
な
く
な
る
の
で
、
少
し
く
ら

い
の
病
気
で
も
働
き
に
出
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
早
く
解
決
を
勝
ち
取
っ
て

二
度
と
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
も
う
ち
ょ
っ
と
力
を
貸
し
て
欲
し

い
。
も
う
少
し
応
援
し
て
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

【
国
労
み
や
ぎ
三
九
〇
号
よ
り
抜
粋
】


